
▼
紙
面
学
習
シ
リ
ー
ズ
の

14

回
目
は
、

「
公
務
員
の
労
働
三
権
」
に
つ
い
て
で

す
。
ご
一
緒
に
学
習
し
て
い
き
ま
し
ょ 

う
。 

▼
人
事
院
勧
告
が
８
月
上
旬
に
迫
っ
て
い

ま
す
。
７
月
24
日
に
は
、
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
に
お
い
て
、
人
勧
期
中
央
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
約
２
千

人
の
公
務
職
場
の
労
働
組
合
員
が
結
集

し
、
人
事
院
交
渉
の
支
援
行
動
や
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
な
ぜ

「
人
事
院
（
人
事
委
員
会
）
勧
告
制
度
」

な
る
も
の
が
あ
る
の
か
？
そ
の
理
由
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
く
内
容
に
な
り
ま
す
。 

▼
一
般
的
に
労
働
者
は
、
憲
法
第
28
条
に

よ
っ
て
労
働
基
本
権
（
労
働
三
権
）
が
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
三
権
と
は
次
の 

通
り
で
す
。 

【
団
結
権
】
労
働
組
合
を
つ
く
る
権
利
、 

加
入
す
る
権
利 

【
団
体
交
渉
権
】
労
働
者
の
賃
金
や
労
働

条
件
を
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
組
合
が
使 

用
者
と
交
渉
す
る
権
利 

【
団
体
行
動
権
（
争
議
権
＝
ス
ト
権
）
】

要
求
獲
得
の
た
め
に
団
体
行
動
（
ス
ト
ラ 

イ
キ
や
集
会
な
ど
）
を
す
る
権
利 
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学習の強化と交流で組織を強化しよう！ 

シ
リ
ー
ズ
⑭
『
公
務
員
の
労
働
三
権
』 

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
く
『
紙
面
学
習
』
の

14
回
目
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
基
に
職
場
の
仲
間
の
皆
さ
ん

と
話
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

紙面学習 

当面の日程 
■7月19日（金） 

○13:00県本部労働学校① 
（福島市・杉妻会館） 
 

■7月20日（土） 

○9:00県本部労働学校② 
（福島市・杉妻会館） 
 

■7月24日（水） 

○13:30人勧期中央決起集会 
（日比谷公園大音楽堂） 
 

■7月26日（金） 

〇18:30第２回総支部役選委 
（会津労働福祉会館） 

▼
で
は
、
公
務
員
は
ど
う
な
の
か
？
【
図 

表
１
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【図表１】公務員の労働三権の状況 

自治体 適用法律 団結権 団体交渉権 団体行動権 

一
般
職
の
地
方
公
務
員 

非現業職 
 
・保育士 
・保健師 
・看護師 
・幼稚園教諭 
   を含む 

地方公務員法 
 
[労働基準法] 
 
※[ ]内は、併
せて適用され
る 法 律（以 下
同じ） 

○ 
 
地方公務員法 
第52条 

△ 
 
地方公務員法 
第55条 
 
※ 交 渉・書 面
協定は認めら
れているが、
協約締結権は
認められてい
ない。 

× 
 
地方公務員法 
第37条 

現業職 
 
・校務技師 
・学校給食 
 調理師 
・調理師 
・運転技師 

地方公営企業 
労働関係法 
 
[地方公務員法] 
[労働組合法] 
[労働関係調整法] 
[労働基準法] 

○ 
 
地方公営企業 
労働関係法 
第５条 

○ 
 
地方公営企業 
労働関係法 
第７条 

× 
 
地方公営企業 
労働関係法 
第11条 

公営企業職 
 
・水道 
・下水道 
・ガス 
・公立病院 
等の公営企業
職員 

地方公営企業 
労働関係法 
 
[地方公務員法] 
[労働関係調整法] 
[労働基準法] 

○ 
 
地方公営企業 
労働関係法 
第５条 

○ 
 
地方公営企業 
労働関係法 
第７条 

× 
 
地方公営企業 
労働関係法 
第11条 
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機関紙の内容について職場の仲間と話し合おう！ 

 

編
集
後
記 

▼
さ
て
、
梅
雨
空
の
三
連
休
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
？ 

自
分
は
、
こ
の
機
関
紙
作
成
を
含
め
、

ほ
ぼ
ほ
ぼ
在
宅
ワ
ー
ク
で
し
た
（
笑
） 

▼
こ
の
歳
（
？
）
に
な
っ
た
か
ら
こ

そ
、
若
い
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
「
早
め
に
、
趣
味
を

確
立
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
も
、
一
人
で
で
き
る

趣
味
で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と
イ
ン
ド
ア
の

一
つ
ず
つ
。
天
気
が
悪
い
時
に
「
す
る

こ
と
が
な
い
」
な
ん
て
こ
と
の
な
い
よ

う
に
。
「
趣
味
は
何
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
て
即
答
で
き
な
い
よ
う
で
は
ダ
メ

で
す
よ
。 

 
 
 
 
 
 

（
坂
内
） 

▼
本
来
、
公
務
員
も
労
働
者
な
の
で
す

か
ら
、
労
働
三
権
は
全
て
認
め
ら
れ
る

べ
き
で
す
が
、
日
本
の
現
在
の
法
制
度

で
は
、
【
図
表
１
】
の
通
り
、
完
全
に

は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。 

▼
一
つ
ず
つ
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
【
団
結
権
】
は
全
職
種
「
○
」

で
す
。
労
働
組
合
を
つ
く
り
、
そ
れ
に

加
入
す
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。 

 

次
に
【
団
体
交
渉
権
】
は
、
非
現
業

職
だ
け
「
△
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交

渉
と
書
面
協
定
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
協
約
締
結
権
が
あ
り
ま
せ

ん
。
「
（
労
働
）
協
約
」
と
は
、
一
般

的
に
団
体
交
渉
に
よ
り
、
労
働
組
合
の

代
表
者
（
委
員
長
）
と
当
局
の
交
渉
事

項
に
つ
い
て
権
限
を
与
え
ら
れ
た
者

（
総
務
部
長
等
）
と
が
、
書
面
に
よ
り

取
り
交
わ
す
も
の
で
、
就
業
規
則
よ
り

も
優
先
さ
れ
る
非
常
に
強
力
な
取
り
決

め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
締
結
す

る
権
利
が
な
い
と
い
う
訳
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
「
（
労
使
）
協
定
」
と
は
、

一
般
的
に
、
労
働
基
準
法
等
の
例
外
的

な
部
分
に
つ
い
て
、
書
面
に
よ
り
労
使

で
取
り
交
わ
す
も
の
で
す
。
代
表
的
な

も
の
に
「
36
協
定
」
が
あ
り
ま
す
。 

要
は
、
交
渉
結
果
の
備
忘
録
的
な
も
の

を
労
使
で
取
り
交
わ
す
こ
と
は
で
き
て

も
、
条
例
規
則
等
よ
り
も
優
先
さ
れ
る 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

よ
う
な
協
約
を
締
結
す
る
権
利
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
現
業
職
や

公
営
企
業
職
に
は
、
こ
の
協
約
締
結
権

も
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。 

 

最
後
に
【
団
体
行
動
権
】
で
す
。
前

述
の
通
り
、
要
求
獲
得
の
た
め
に
団
体

行
動
（
ス
ト
ラ
イ
キ
や
集
会
な
ど
）
を

す
る
権
利
で
す
。
こ
れ
は
全
て
の
職
種

で
「×

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
第

28
条
で
は
、
労
働
者
の
労
働
基
本
権

（
労
働
三
権
）
を
保
障
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
地
方
公
務
員
が
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め

に
勤
務
す
る
と
い
う
特
殊
性
を
有
す

る
」
と
し
て
法
律
で
、
団
体
交
渉
権
の

一
部
（
協
約
締
結
権
）
や
、
こ
の
団
体 

行
動
権
を
認
め
て
い
な
い
の
で
す
。
こ

う
い
っ
た
制
約
が
あ
り
、
民
間
の
よ
う

に
労
使
交
渉
で
給
与
等
を
決
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
代
償
措

置
と
し
て
「
人
事
院
（
人
事
委
員
会
）

勧
告
制
度
」
が
設
け
ら
れ
た
訳
で
す
。 

 

話
を
「
団
体
行
動
権
」
に
戻
し
ま
す

が
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
や
集
会
の
権
利
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
自
治
労
本

部
か
ら
ス
ト
等
の
指
令
が
く
る
の
は
何

で
？
」 

と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
湧
い

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
説
明
し
ま

す
が
、
毎
年
２
月
に
「
ス
ト
批
准
投

票
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
「
年
間
を
通
じ
て
一
波

に
つ
き
２
時
間
を
上
限
と
す
る
ス
ト
ラ 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

イ
キ
を
含
む
闘
争
指
令
権
を
自
治
労
中

央
闘
争
委
員
会
に
委
譲
す
る
こ
と
に
つ

い
て
組
合
員
の
承
認
を
求
め
る
投
票
」

で
あ
る
訳
で
す
。
こ
れ
が
批
准
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
労
本
部
か
ら

「
ス
ト
等
の
指
令
」
が
き
て
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
各
単
組
が
ス
ト
等
を
行
う
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
単
組
独

自
課
題
で
ス
ト
等
を
行
う
場
合
で
も
、

自
治
労
本
部
か
ら
の
指
令
を
受
け
る
か

た
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
ス
ト
実
行
に
よ
り
組
合
員
に
不
利

益
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
自
治
労
が
責

任
を
も
っ
て
補
償
す
る
か
た
ち
に
な
っ 

て
い
る
の
で
す
。 

▼
以
下
、
自
治
労
本
部
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載

し
ま
す
。
「
自
治
労
は
、
こ
れ
ま
で
公

務
員
に
も
労
働
三
権
が
完
全
に
適
用
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
世
界
の
常

識
で
あ
る
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
消
防
職
員
に
は
団
結
権
す
ら
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
国
際
社

会
か
ら
も
批
判
を
受
け
続
け
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
権
利
回
復
を
求
め
る
運

動
を
展
開
す
る
一
方
、
自
治
体
で
は
今

の
法
律
、
条
例
の
も
と
で
最
大
限
可
能

な
範
囲
ま
で
、
交
渉
を
粘
り
強
く
積
み

重
ね
、
成
果
を
獲
得

し
て
く
こ
と
が
必 

要
な
の
で
す
。
」 

人
事
院
勧
告
制
度
特
集 


